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映画館情報の蓄積と可視化：
データベースサイト「消えた映画館の記憶」の取り組み

澤田佳佑 (東海映画館文化研究会)

自己紹介

これまでの取り組み：発表等の活動

取り組み

サイト「消えた映画館の記憶」の構築

「消えた映画館の記憶」を用いた全国の映画館地図作成

「消えた映画館の記憶」を用いた実地調査

問題意識と課題



地元から始まった映画館調査

刈谷日劇は1954年(昭和29年)から70年以上継
続して営業する愛知県唯一の一般映画館。

地方都市や農村部の映画館については驚くほ
ど情報が残っていない/オープンにされていな
い。

映画に関する調査研究活動は作品(フィルム)
研究が主であり、ノンフィルム資料の研究が
乏しい。映画館研究はさらにマイナーな分野。

自己紹介
澤田佳佑 (東海映画館文化研究会)

愛知県刈谷市出身・在住。個人としてアーカイブ活動に取り組ん
でいる映画ファン。ウェブサイト「消えた映画館の記憶」
(https://hekikaicinema.memo.wiki/)
・戦後の日本に存在した約1万館の映画館をデータベース化。
・日本各地に現存する映画館建築を調査・発信。



2017年

サイト「消えた映画館の記憶」の作成開始。

2024年

国立映画アーカイブが主催する全国映画資料アーカイ
ブサミット2024に登壇。タイトル「映画資料最前線 映画
館文化発掘の試み」。

慶應義塾ミュージアム・コモンズの学術雑誌『The 
KeMCo Review 02』に研究ノートを発表。タイトル「映画
館情報の蓄積と可視化：戦後の日本における消えた映画
館」。

2025年

東海地方の廃映画館に焦点を当てた78Pの同人誌『映画館
のカケラ【東海編】』を作成。実店舗&ECサイトで販売。

名古屋でミニ研究発表「興行街 大須の映画館」を開催。

京都のおもちゃ映画ミュージアムで研究発表「消えた映
画館の発掘 近畿地方に残る映画館建築」を開催。

これまでの取り組み：発表等の活動



サイト「消えた映画館の記憶」の構築

ステップ1

毎年発行されている『映画館名簿』から館名と所在地を抽出し、
「消えた映画館の記憶」でテキストデータとして公開。(一次的
データベース)



ステップ2

年ごとの情報を個別の映画館ごとの情報にまとめなおし、「消えた
映画館の記憶」でテキストデータとして公開。建物の同一判定など
に膨大な判断や解釈を行っている。(二次的データベース)

、



「消えた映画館の記憶」を用いた全国の映画館地図作成

Googleのサービス「Googleマイマップ」上で作成している映画館地図。
戦後の日本にあった全映画館を48地域版（47都道府県+東京都区部）
に分けて公開。

「消えた映画館の記憶」の情報をベースに、全国900館の公共図書館
で閲覧した住宅地図や郷土資料の情報を掛け合わせて作成。



「消えた映画館の記憶」を用いた実地調査

建物の現存例1：海老劇場
愛知県新城市。1929年(昭和4年)に開館し、1963年(昭和38年)頃に
閉館した。建物は自動車整備工場に転用されて現存。愛知県に現存
する唯一の芝居小屋建築か。

「海老劇場は東泉寺の山門下にあった。遠山自動車の屋根を覆うトタンは新し
いが、建物は海老劇場の建物をそのまま使っている。絵が描かれた天井が残っ
ているのではないか」(聞き取り調査)



建物の現存例2：飯田スメル館 【※解体済】
石川県珠洲市。映画黄金期の1952年(昭和27年)に開館し、1976年
(昭和51年)に閉館。その後は倉庫として使用。

2024年(令和6年)1月の能登半島地震で半壊し、同年11月に工費解体
された。解体前には市民有志によって映写機や椅子が運び出されて
保存されている。

『中日新聞』2024年11月17日



建物の現存例3：永楽館
兵庫県豊岡市。1901年(明治34年)に芝居小屋として開場し、昭和初
期から戦後の映画黄金期には映画館としても用いられた。1964年
(昭和39年)に営業を終了。

平成になって再興の機運が高まり、2008年(平成20年)に復元工事を
終えて一般公開された。2025年(令和7年)公開の映画『国宝』ロケ
地。

映画『国宝』公式サイト
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